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● ７日 U11第 28回若葉杯 

             至 三和小学校 

第４位 優秀選手～松村選手  

×三和鎌田１－４五位堂 

△三和鎌田０－０下田 

×三和鎌田０－３志都美旭ヶ丘 

〇三和鎌田１－０御所 

陵西との合同チームで若葉杯に臨みました。

試合を重ねる毎に、連携が良くなり、最終戦で

勝利しました。将来の可能性を感じさせるチー

ムです。                  （池永） 

 

● ８,１４,１６日 U12後期ＮＦＡリーグ第 2.3,4節 

至 大淀平畑グランド他 

×三和鎌田０－５奈良東和 

×三和鎌田０－３葛城新庄 

△三和鎌田１－１志都美旭ヶ丘 

△三和鎌田２－２センチュリー 

〇三和鎌田４－０ジュエルス B 

△三和鎌田１－１河合 

後期リーグは１勝４分３敗と、課題がたくさん

あったリーグ戦となりました。勝つためには何が

必要か、どうすれば勝てるか、全日本奈良県大

会まで、後１ヶ月、成長できれば良いと思います。         

（辻平） 

 

● 14，15日 U10西和オータムカップ 

   至 鎌田小学校他 

第６位    優秀選手～井口選手 

予選リーグ 

△三和鎌田１－１安倍 

 

〇三和鎌田３－１朱雀 

〇三和鎌田３－０深井 

決勝トーナメント 

×三和鎌田０－１兵庫 

〇三和鎌田２－２五條 

PK7-6 

×三和鎌田１－４グラシオン B 

 予選リーグは１位で通過。決勝トーナメント

は押され気味でした。しかし、どんな相手にで

も最後までボールを追いかける姿勢は、２日

間の試合を通じて、またひと回り成長した証で

す。                 （井口） 

 

● ２２日 U9サウスキッズ杯 

至 ヤタガラスフィールド 

予選リーグ 

×三和鎌田３－４奈良東和 

〇三和鎌田２－０六条 

決勝トーナメント 

×三和鎌田４－６サウスキッズ 

雨が降る中での試合でした。あと一歩のと

ころで、負けましたが、走り負けてはいません

でした。              （池永） 

 

● ２8,２９日 U12新庄オータムカップ 

至 新庄健民グランド 

         優秀選手～百瀬選手 

予選リーグ 

×三和鎌田１－３斑鳩 

〇三和鎌田４―０五條 

×三和鎌田１－３センチュリー 

フレンドリー 

９月の試合等の結果 



×三和鎌田０－１富田林常盤 

×三和鎌田１―７五條 

△三和鎌田１－１マスガ 

攻守ともに、レベルアップが必要であると

感じる大会でした。        （辻平） 

 

 

歩 み Ｖｏ２０  

～ オフ・ザ・ピッチ ～ 

ワールドカップラグビーでの全日本選手の

活躍に日本中が熱くなっています。アイルラ

ンド戦での日本の勝利は見事でしたが、私は、

試合終了後、日本選手に花道を作り、敬意を

もって接するアイルランド選手の姿に感動し

ました。最後まで相手をリスペクトする姿は

清々しく映り、さすが一流だなと感じました。

三和鎌田の子供たちも是非とも手本にしても

らいたい姿です。 

サッカーに必要な、判断力、決断力、協調

性、リーダーシップ、試合を読む力などは、

サッカーだけで培えるものではありません。

学校、家庭など生活すべてを通じて育成され

ていくものです。「オフ・ザ・ピッチ」とい

う言葉があります。これには、一つひとつの

プレーは大切だが、伸びる選手は日常生活も

しっかりとしているという意味が込められて

います。一流のプレーヤーは、最後まで諦め

ない気持ち、礼儀正しさ、フェアプレー精神

を備えています。先のワールドカップサッカ

ーロシア大会では、日本のサムライブルーは

見事な活躍でしたが、世界は試合だけでなく、

「試合後には、必ずロッカールームを清掃し

てから帰る。」サムライの行動を称賛しまし

た。 

「サッカーは子どもを大人にし、大人を紳

士にする。」と言われます。三和鎌田の子供

たちには「オフ・ザ・ピッチ」を大切にして

ほしいと願っています。 

さて、６年生も三和鎌田でプレーするのは、

残すところ、半年余りとなりました。残念な

がら、９月は今一つの成績でしたが、一生懸

命やったなら、必ず成果は出ます。身に付け

なければならないのは、諦めない気持ちです。

「勝負ですので、相手に抜かれてしまうこと

はありますが、抜かれるのはかまいません。 

一番大切なことは、抜かれた後、諦めずに相

手を追い続けることです。」 


